
ヨ本 教科 教 育 学 会誌
2008. 3 第30巻第4号

9 

高等学校家庭科における学習者の家事労働に関する認識の変容
一「自分と家族との関わり」を意識づける授業をとおして-

福岡教育大学貴志倫子

広島 大学大学院教育学研究科鈴木明子

広島大学附属福山中・高等学校高橋美与子

本研究では，家事労働の理論の検討をもとに授業実践を行い，生徒の家事労働の認識構造を

とらえ，授業のねらいがどのように達成されたか検討することを目的とした。授業後のワーク

シートの記述内容を分析した結果，次のことが明らかになった。①家事労働の認識として価値

的認識がもっとも多く発現し，家事のケアの側面に気づかせる本時のねらいはほぼ達成された。

②家事労働に関する認識は，感覚的認識から功利的認識，価値的認識，社会的認識へと変容が

みられた。③授業の意見交換と資料の読みとりによって，自分の生活を振り返る記述や，家事

労働に関わる家族に目を向ける記述が表出し，自分と家族の関わりから生活のあり方をとらえ

る認識の萌芽がみられた。

キーワード:高等学校家庭科，家事労働，認識，家族と自分の関わり

1.研究の背景と目的

日本人の家事労働への関わりの特徴として，男

女間の格差，子どもの家事離れ，そして社会化さ

れた家事の選択機会の増加があげられる。性役割

や男女の生活時間の偏りの是正，子どもの生活経

験としての家事労働参加，適正な家事労働の社会

化は，現代の生活課題となっている。

1989年告示の学習指導要領における普通教育に

関する科目「家庭一般J等では，生活時間の配分

と関わらせた労力の管理や能率化に加え，職業労

働との関連で家事労働をとらえる視点が示され

た九家事を労働ととらえる視点は1999年告示の

学習指導要領にも受け継がれ，職業労働と家事労

働それぞれの意義や特徴をふまえ，固定的な性別

役割分業を見直し，人間らしい働き方をするため

の課題について考える家庭科のあり方が示され

たヘ家事労働は，社会的課題として家庭科教育

において扱うべき重要なテーマである。ジェン

ダーの視点で家庭から社会へとつながる家庭科学

習の「総合化Jをはかるために，家事労働を中心

としたカリキュラムの枠組みが提示されている3)。

家事労働に関する授業として，高等学校家庭科

では，生活時間調査による実態把握から家事分担

のあり方を考えさせる実践4)やランキングの手法

を用いた実践ペロールプレイやチェツクシート

を用いた教材6)等が報告されている。けれどもこ

れらの授業実践によって，子どもが家事労働に対

してどのように自己の認識をもつようになるのか

とし、う変容過程や認識構造の追求に焦点をあてた

研究は，あまり行われてきていなし但ヘ家庭科

において家事労働のように価値判断を伴う題材の

授業方略をより明確にするためにも，生徒の認識

構造を把握することが必要である。

筆者らは2005年，高等学校「家庭基礎」におい

て，①生徒が自分の家族との関わりや家事への参

加の実態をふまえて相互に意見交換する場と，②

限られた時間の中で家事労働に関する多様な価値

にふれる機会を設け，家事労働に関する認識の変

容を促す授業の提案を行った九生徒のワーク

シートの記述を分析した結果，授業によって認識

変容を促すことができた。認識の内容として， I家

事労働概念の深化J，I家事分担意識J，Iバランス

感覚」などの観点を得，家事労働に関し，生活実

践における意思決定に至る認識や価値形成の一端

を明らかにすることができた。しかしながら，見

いだされた観点は，家事の実践，関わりの度合い

という点でひとつの観点のなかに多様な認識レベ

ルが未分類のまま残されている。このため家事労
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働の認識の拡張や深化を構造的にとらえるまでに

は至っていない。授業構想、の段階から認識の変容

構造を視野に入れた設計が必要である。

そこで筆者らは，家事労働の理論検討をもとに

先行研究の授業改善を試み，実践を行った。本研

究では第一に，授業において表出された生徒の家

事労働の認識の変容を構造的にとらえること，そ

れによって第三に，授業のねらいがどのように達

成されたか検討することを目的とした。

IT. 研究の方法と分析の枠組み

1 .家事労働の理論と家庭科学習の課題

家事労働は，家庭の機能遂行にあたって，食衣

住に関する作業面のみでなく，家庭運営および人

間形成に関わる精神労働をも含む人間の生命に関

する労働であり，そこに本質的価値をもっヘスー

ザン・ヒメノレワイトはこのような見方を，家事労

働論の現段階として「労働からケアへj と特徴づ

け，家事から労働概念とケア概念を分離し，家事

には他者に代替できない，人をケアする側面があ

ることを指摘した九そして家事を労働とケアの

両面からとらえることを提唱している。

家事労働と職業労働のあり方として，ナン

シー・プレイザーは，女性が男性並みに働くかわ

りに家庭内の家事労働は外部化する「両性稼得者

モデル (universalbread winner model) J ，主とし

て女性が担うことを余儀なくされた介護や育児な

どのケア役割の評価を行い，ケア役割を担うこと

で損失を被らないよう補填する「ケア提供者対等

モデル (caregiverparity model) Jの二つの方向を

あげる 10)。プレイザーは，しかし，どちらのモデ

ルにも限界があり，最終的には，男女がともに職

業労働も家庭責任も担う「普遍的(両性)ケア提

供者モデ、ル (universalcaregiver model) Jを目指

すべきと主張している。

このモデルは，二つの視点から実現不可能であ

ると批判されてもいるω。第一に，一夫一婦制カッ

プルを前提としており，ひとり親や独身者が増加

する社会においては基盤を失う理論であるとの指

摘である。第二に，経済格差が世帯聞や国家間に

あるかぎり家事の外部化傾向は止まらず，現在，

機会費用の高い働く男性や女性が，性役割解決の

ために自己の費用効果を無視して，不払い労働で

ある家事を積極的に担うことは考えにくいという

指摘である。男女平等のみの視点から両性で家事

労働を担うというモデルの提示は，ケアを負担と

とらえる見方を助長しかねない。

そこで現実的には， 1)無償労働，ケア労働の

社会的評価を高めながら， 2)女性の市場労働で

の活躍を保障する非営利の無償労働代替サービス

(介護や育児サービス)を提供し，同時にそこに

新たな就労の機会を創出しつつ， 3)労働市場の

制度を生活世界の論理に沿って改革して， 4)普

遍的(両性)ケア提供者モデ、ルを実現していく，

という展開が期待されるω。家庭科教育では，こ

の展開におけるケアの社会的価値形成を促すこと

によって，両性ケア提供者モデ、ルを可能とする社

会のあり方を問うていくことができると考える。

現行の高等学校家庭科の教科書では，職業労働

との比較や家事分担，家事の社会化の記述が共通

してみられる。上記 2)，3)， 4) の女性の働き

方と家事の社会化の問題，ジェンダ一平等の視点

は教科書レベルに反映されているといえる。けれ

ども， 1)の社会的評価に関しては，いくつかの

教科書で経済的評価である家事労働の貨幣評価が

取りあげられているものの，家事をケアの側面か

ら評価するような記述，すなわち，家事をするこ

とによる関係性や得られるものに関する記述内容

の偏りがみられるω。

普遍的(両性)ケア提供者モデ、ルのあり方の追

求は，男女共同参画社会の実現に向けた家庭科学

習に欠かせない視点である。ただし，家事の見方

が，負担を分担するとしづ労働の側面にのみ向け

ば，少ない家事経験しかもたない多くの子どもに

とって家事労働は関心を向ける対象とはなりにく

いだろう。家事労働の社会的評価を高めるための

教材開発と教科指導の工夫が必要である。

2.授業改善の視点

そこで2005年に実施した授業の一部を改善する

視点として，ケアの社会的評価を高めることに焦

点をあて，家事を労働とケアの両方からとらえる

構成となるよう試みた。

本時授業のねらいは，次の 3つにある。

①職業労働と家事労働の比較および，家事労働の

意識より家事の労働としての側面とケアとしての



側面に気づくこと。

②家事労働の社会化が進む背景と，社会化によっ

て引き起こされる問題を理解すること。

@家事労働に関わる子ども，親，男女の視点を資

料の読みとりと班員との意見交換からとらえ，家

事分担の意義を自分の現在と将来の生活に照らし

て考えること。

昨年度実践からの改善点として，家事労働の理

論検討をふまえて，とくにねらい①をあげ，指導

の観点として，家事を人と人をつなぐケアである

ととらえる視点を明確にした。ねらい③では，新

たに家事に関わる子どもの視点をとらえる活動よ

り，家事労働の社会的評価を聞い，家事労働に対

する考え方が将来の豊かさに通じることに気づ

き，今の生活の課題として家事労働への認識を深

め，家族との関わりを考えることを期待した。

家事労働の授業は，表 1に示すように家庭

基礎Jの授業として，単元「人の一生と家族J全

25時間のなかに位置づけられた。 rl. 家族と自

分の関わり Jでは，家族とは何かをビデオ視聴注2)

とランキングによって考えた後，生活時聞から自

分と家族の生活をとらえ，本時の家事労働の学習

へとつなげた。その後，家事労働のーっとしての

調理に焦点をあて，食生活における自分と家族と

の関わりについて，実習を交えた授業展開のなか

でとらえさせた。

表 r人の一生と家族」の授業展開(全25時間)

単元計画

1.家族と自分との関わり

家族・家庭とは

一日の過ごし方(生活時間)

家事労働について考える

食生活において

現代の食生活について

実習を返して

詞理実習

2. ライフコースと生活課題

ライフサイクJレとライフステージ

いろいろなライフコース

ライフコースと生活課題

ライフステージごとの発達課題

3.私の人生を築く

青年期の生き方を考える

進路選択をするにあたって

平ただし. 2.3.については一年間の忌後に実施する

3. 本時授業の概要

21時間

(4時間)

(2時間)
(2時間)......本時

(3時間)

(6時間)

(4時間)

3時間

(1時間)

(1時間)

(1時間)

1時間

本時 f家事労働について考えるj の2時間分の

授業過程は，表2のとおりである。導入から展開
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②の r5.家事労働についての意識Jで，資料1

から現代の課題をとらえ，家事分担の解決策を話

し合うまでは，前年度の授業と同様である。その

後，新たに加えた家事による脳の活性化を記した

新聞記事(資料2) をふまえ，子どもが家事をす

ることについてグルーフ。で、の意見交換を行う。家

事をすることによって得られることや，家事をと

おした家族の関わりについて，他者と課題を共有

しながら考える場面を設定した。グループρ討議か

らケアとしての家事に関わることの意義に気づか

せることを目ざした。そして，家事労働に関わる

男性の手記(資料3) より，家事に関わることの

家族内での相互理解の必要性と労働問題としての

社会的視野に立った取り組みの必要性を考える。

これによって，男女の格差是正に加え普遍的

(両性)ケア提供者モデ、ル」実現に向けた課題を

整理させる構成とした。

4. 分析対象

本時の授業は， 2006年5月に国立大学附属F高

等学校一年生普通科 3クラス計128名(うち男子

74名，女子54名)を対象に行われた。 F高等学校

は，中高一貫教育を行っており 1学年は普通科

5クラスである。生徒の90%以上が大学へ進学し

ており，文章読解の学力は総じて高い傾向にある。

本時の実施にあたり，生徒の現状を把握し授業

改善に生かすために一日の過ごし方」の授業

開始時に生活時間および家事労働への関心を把握

する授業前調査を行った。内容は， r自分Jと「家

族」の「時間の使い方に対する関心j，r家族での

家事分担の話し合い経験j，r家事を分担するよう

いわれた経験j，r家事することへの興味j，r家事

ができるようになりたい意欲」の 6項目について

で， rとてもある」から「全くない」の4件法によっ

て尋ねた。

本研究で主として分析するのは本時に使用した

家事労働に関するワークシートの記述である。具

体的な分析項目は，本時授業のまとめとして記入

した「家事労働を家族みんなで分担することにつ

いてどのように考えが変わりましたか」に対する

記述である。記述は，基本的に一文で区切りカー

ド化した。一文に異なる概念や考えが含まれると

きは，意味のまとまりによって区切った。
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表2 本時『家事労働について考えるJ(2時間)の授業過程

過程| 学習内容 | 生 徒 の 活 動 |分

導 1 ~.家事労働の種類 1 ~g 日常生活の中で自分や家族がこなしている家事にはどんなことがあるのかを発表する。 1 10

入
12 家事労働についての課題 1(2)家事労働に関して色々な問題があることに気づき，自分は現在および将来どのように関わっていく 115

とよいのか，課題意識をもっ。 I
I 3.家事労働の特徴 I (3)職業労働と比較しながら家事労働にはどのような特徴があるのかを考える。 I

唇 1 4.家事労働の軽減の方法と 1(4)家事労働を軽減するにはどのような方法があるのかを理解する。 1

ffi! その弊害 ! (5)企業や公共機聞が提供するものの利用や地法の人たちとの協力では家族の生活に色々な祭理が生じ I5 
z ・ てくることに気づく。

ーー叶 5. 云逗扇面正ゐ)v'モる言語!T(6)'五扇石毛主二}，J::~主主五mtþ~ぞv'五3長選五逗云る:長手返逗~.ぞぷ五:::tn (長瓦-η~長不毛忌干ri5"
| のことについてグループ (3-4人)で話し合う。

6.子どもが家事を分担する 1(7)家事労働について現状はどうか，どんな考えをもっているのかグループごとに話し合う。
ことの意義 | ・高校生が家事労働を分担することについて

-高校生が家事労働をしたことで小遣いをもらうことについて

(8)親子で調理することが，子どもの様々な能力開発にとって有効性があるという内容の新聞記事(資 I5 
料 2)を読んで，家事をこなすことで子どもは心身ともに成長していくことを理解する。

7.夫婦で家事を分担するこ I(9)主夫体験をした男性の家事に対する意見が書いてある文章(資料3)を読んで，夫婦で分担して
との意義 | こなすことでお互いの大変さがわかり，おEいにいたわりや感謝の気持ちが生まれてくることを

理解する。

展
開
②
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ま I 8. 家事労働についての意識 I(10)家事労働に現在や将来どのように関わっていきたいのかを考え授業を通して家事労働に対する意 120

と | の変化 | 識がどのように変化したかをまとめグループの中で意見交換をする。(個人の意見をワークシート
め に記入)

資料 1 rこんな日常どう思いますか.このレールから外れるわけにいかない…?J
広島市西部のマンションに住む内山良美 (46)ー仮名ーは，会社員の夫 (46).高校 1年生の長男と 3人暮らしで，共倒き。 11月のある日会議の資料作りが
ある」夫は，午前7時に栄養ドリンクを飲んで，出勤。寝るのが遅かった長男は布団でぐずぐず。今日も朝食を食ベずに登校した。良美はトーストと牛乳で涜
ませ，職場へ。…略… {出典:西日本新聞社食・くらし取材班『食卓の向こう側 1J. 2004より銭粋，登場人物の年齢等を変更:

資料2 r脳と調理家族で料理大切さ訴え』
普段から親子で料理することが，脳にどんな効果を与えるか調べる実験を，東北大学未来科学技術共同研究センターの川島隆太教佼(脳科学)と大阪ガスが.
来月から始める。親子の脳を活性化させるとともに，子どもの心身の健全な育成につながることを実証し，家庭で料理することの大切さを訴えるのが狙いだ。
…略… (出典:読売新聞朝刊“くらしと家庭ー脳と詞理ーペ 2006年4月8日)

資料3 r男と家事ーぼくの体験から・・・』
通算すると 1年になる“主夫"体験と，何年にもおよぶ共働き体験から，ぼくははっきりと断言できる。「この世に家事ほどメンドーなものはない」と。日々.
連綿と続く攻末な労働。やっつけてもやっつけても，次から次へとわいてくる。…略…

(出典:山下了一『男と家事ーぼくの体験からj成淳書一編『これからの男の自立』日本評論社.1998より)

授業前調査からの変化をとらえるために，最終

的な分析対象としたのは，授業前調査およびワー

クシートの両方がそろっている119名(男子67名，

女子52名)である。

5. 家事に関する認識の分析枠組み

授業前調査からワークシートの記述分析に至る

枠組みを図 1に示す。

家事労働の認識は，感覚的認識，功利的認識，

価値的認識，社会的認識の4つのレベルでとらえ

た。この4つは，社会科教育の評価方略として認

識レベルの分類に使用されているものであるω。

社会科では，公民的資質を養うことを目的に，社

会的認識の溜養が目指される。他方，家庭科教育

の視点は，個人や家庭生活を起点とし，生活価値

を酒養することにある。生活価値は，社会のあり

方と深く結びつくものであり，認識構造をとらえ

る点において，社会科と家庭科のアプローチは共

通点をもっ。ゆえに本研究で家事労働の認識を把

握するのに有効であると判断し，援用した。 4つ

の認識は，感覚的認識から社会的認識へと高まっ

ていく構造をもつものとされる。家事労働の認識

においても自己の感覚から家族や社会など他者を

意識した社会的な認識へ広がる構造が見いだせる

と考えた。

授業前調査

図 1 分析の枠組み

m.結果および考察

1 .授業前調査の結果にみる生徒の関心と意欲

表3に授業前調査の結果を男女別に示す。時間

の使い方に対する興味では，自分自身の時間の佼

い方に興味が「とてもあるJ，r少しあるJを合わ

せると男子で65.7%，女子で78.9%であった。対

して，家族の時間の使い方への興味は男子では

46.3%が「ほとんどなしリ， 28.4%が「全くないー

とし，女子も「ほとんどないJ，r全くなしリをあ

わせて53.8%が家族の生活時間には関心を寄せて



いなかった。

つぎ、に家事労働について，家族で家事分担につ

いて話し合った経験が「よくあるJまたは「たま

にある」生徒は，男子で29.9%，女子では46.1%

であった。実際に家事分担をするようにいわれ

た経験がよくあるJ，rたまにあるJ男子は

65.7%，女子は75.0%で、あった。

この二つの項目について「よくあるJrたまに

あるJを「経験あり J，rほとんどないJr全くないJ

を「経験なしJとして，その組み合わせのパタン

を分析した(表4)。家事分担について家族内で

話し合ったことがあり，分担するようにもいわれ

たことがある生徒は男女あわせて33.9%であっ

た。いわば日常生活に家族や自分の課題として家

事をとらえる機会のある群ととらえられる。逆に

家族との関わりで家事分担が話題にならず，自ら

も家事分担をするようにいわれたことのないのは

26.3%であり，家事労働への関心や家族の時間の

使い方への関心なども軒並み低い傾向にあった

(以下この層を，授業レディネス低群と称する)。

家事に関わっているために分担を言われない場合

と，まったく関わりがなく，家事の担い手として

周囲から期待されていない場合が考えられるが，

実情として後者が多いことが推察される。

家事への興味は，女子では78.8%が「とてもあ

るJ，r少しある」としているのに対し，男子は

52.3%にとどまり，性差がみられた。しかし家事

ができるようになりたいという意欲は，男女とも

に高い。

以上から，授業への構えについて，男子は女子

に比べて家族や家事への関心が高いとはいえな

い。けれども，自分の時間の過ごし方や自活のた

めの家事には女子同様に，関心を示しているもの

が多い。このことから，授業では，まず生活時間

や家事労働について自己の生活との関わりでとら

えることが重要であるといえる。その上で，とく

に男子生徒の認識の変容には，家事を他者との関

わりにおいてとらえることを促す方略が必要であ

ることが示唆された。

2. 生徒の家事分担に関する認識の発現と類型化

1. の結果をふまえ，本時授業を実施した。授

業後，生徒のワークシートの記述をカード化した
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表3 自分と家族の時間と家事に関する意識

(授業前調査) (%) 

男子(N=67) 女子(N=52)

自分の時間の使い方に興味が
とてもある 25.4 13.5 

少しある 40.3 65.4 
ほとんどない 20.9 17.3 
全くない 11.9 3.8 

N.A. 1.5 0.0 
家族の時間の使い方に興味が

とてもある 3.0 7.7 
少しある 20.9 38.5 
ほとんどない 46.3 36.5 
全くない 28.4 17.3 

N.A. 1.5 0.0 
家族で家事分担について話し合ったこと

よくある 3.0 9.6 

たまにある 26.9 36.5 
ほとんどない 50.7 36.5 
全くない 19.4 17.3 

家族に家事を分担するよういわれたこと
よくある 17.9 30.8 

たまにある 47.8 44.2 
ほとんどない 23.9 19.2 
全くない 10.4 3.8 
N.A. 0.0 1.9 

家事をすることに興味が
とてもある 7.5 19.2 
少しある 44.8 59.6 
ほとんどない 34.3 15.4 
全くない 13.4 5.8 

家事ができるように
とてもなりたい 38.8 67.3 
少しなりたい 52.2 32.7 
あまりなりたくない 4.5 0.0 
全くなりたくない 4.5 0.0 

表4 家事分担の話し合いと家事分担をいわれた

経験のパタン(男女)

家事分担をするよう
いわれたこと

経験あり経験なし 計

家族での家事分担につ 経験あり 33.9 3.4 37.3 

いて話し合ったこと 経験なし 36. 4 26. 3 62. 7 

計 70.3 29. 7 100. 0 

注J経験 fありJは.rよくあるJrたまにあるJ.経験「なし」は「ほとんどない」
「全くなL、」の回答をあわせたもの

ところ327枚となり，一人あたりの平均は2.64枚

であった。男子の平均は2.37枚，女子2.98枚と女

子の記述数がやや多い傾向にあった。

類型化した項目と記述例を表5に示す。認識項

目は27となった。感覚的認識9項目，功利的認識

3項目，価値的認識11項目，社会的認識3項目で

ある。記述数では，価値的認識に分類されたのが

全体の39.4%(129枚)を占めた。ついで，功利

的認識と感覚的認識がそれぞれ， 23.5% (77枚)， 

22.3% (73枚)，社会的認識は全体の11.6%(38枚)

で、あった。
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(1)感覚的認識

具体的ではないものの，家事労働や家事担当者

の状況をイメージしてとらえている記述を感覚的

認識とした。家事分担について「いいと思うJと

いう理由づけのない記述や母だけに家事をさ

せるのはかわいそう J，r母親もたいへんなんだな

'"'-'Jなど家事労働を感覚や心情的にとらえている

もの， r大人になったら，参考にしたいJなど家

事への条件っきの関わりや消極的な関わり，家事

の性質についての記述が抽出された。記述数では

「家事分担はいいこと j のように肯定的記述が17

件，家事労働は「負担，大変，面倒Jだと否定的

側面をとらえる記述が25件であった。

授業レディネス低群においてゃったほうが

いいJ，r今の家があるのは母のおかげだJなど肯

定的，共感的認識が記述されていた。それまで全

く意識されていなかった家事労働について認識が

発現している点で評価できる。

(2)功利的認識

功利的認識は，家事分担をすることによる家事

担当者の具体的な利益を認識している記述であ

る。記述内容の多くは，本時の授業で教師より提

示された資料 1， 2にもとづく利点をまとめたも

ので，これまで認識しなかった家事労働への新た

な見方が広がったことが伺えた。「家事をするこ

とで脳にも良い刺激となることが分かつたJなど

個人的能力の開発や自立に向けた利点について記

述したものと家事分担は負担を減らすためJ

など負担軽減や効率の面から利点を述べたものに

分類された。

(3)価値的認識

価値的認識とは，家事分担の実利よりも，家族

の関係性や分担行為そのものの意義を肯定的にと

らえる認識である。もっとも多かったのは「分担

することは大事だと思った」という家事分担の意

義や大切さに言及したもので、39件あった。本時授

業で教師や提示された資料から考えたこととし

て家事を分担することで家族のまとまりがで

きるん「分担してこそ家族Jなど家族の関係や粋

を深めるものとして家事分担に言及しているもの

がみられた。ほかに「思いやり J，r協力，助け合

いJ，r他者理解・相互理解J，r交流，コミュニケー

ションJなど他者の存在との関わりのなかで家事

労働をとらえる記述が多くあげられた。

価値的認識は，功利的認識との組み合わせで発

現するケースが多くみられた。授業資料によって

功利的認識を得たことから，人との関わりに目が

むけられ，価値的認識が発現していたと考えられ

た。

(4)社会的認識

自分のためだけでなく他者を意識した認識で，

かっ行動に結びつけようとしている認識，および，

家事の現状を家族内の関わりだけでなく，職業や

社会のあり方にまでひろげている認識を社会的認

識とした。「これからは行動に移していく J，r少
しずつだ、が仕事をするようになったJなどの記述

を「積極的関与j と分類した。「学校だったり会

社だ、ったり忙しいからできることが限られてく

るJ，rお互いのことを理解するのが重要だ， (略)

それが難しいために問題も苦労もたえないのだJ

など家事分担が困難な状況についての記述が15件

あり，これを「現実社会の状況把握j とした。本

時の家事分担の必要性を強調する授業の流れから

みると，この状況把握は，認識段階としてはより

消極的であると判断される面もある。しかしなが

ら，家事は家族で分担することだけが唯一のあり

方ではない。むしろ，このような現実的認識は，

家族内で、家事の負担が偏っている場合，なぜ家事

分担が進まないのかという家事労働の問題を，社

会的構造と結びつけ認識を深めていく際には，不

可欠であると考え社会的認識とした。社会の変革

の必要性について明確に記述されたものは 2件の

みで、あった。これを「社会の関与Jとした。

(5)その他

上記4つの認、識に分類されなかったその他の記

述には，前時までの生活時間の資料をふまえ「父

の仕事の大変さの方を強く感じたJものや，自分

のために家事をしてくれている親の立場に思い至

り r自分にかけられている願いを達成すること

を大切にしようと思った。J，r同時にしっかり勉

強することも大切で 一番の孝行になるのかも知

れない。」と，高校生として今の自分に求められ

ていることを再認識した記述があった。他方， r存
在意義というのはなんだかしっくりこない。」と

家事分担によって家族内の評価が得られるという

教師の提示した価値に違和感を示すものや授
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表5 家事分担に関する認識の類型と生徒の記述例

上項位目 下位項目 内 谷"'" 記 述 例(原文どおり) 記数述

分担の肯定
理由づけなしに家事分担を肯定

いいと思う。 17 しているもの
-・・・・・・・・・・・・・・・...~------------ ._---ー---

家つ家い事い事てて担言を及の当し者て気しづへたものきもら感のっに謝て言及.い尊るし敬状た況にもつのに
家事してもらうこと 4 

ー-ー・・・・・・.・・--------------ーー・・・
家事する人への感謝 4 

-ーー・・・・・ーーーー・・・ーーー・・・・・・・・・・ー--

家事する人の心情 家て事言及担当者の心情や状況につい 4 

感認識覚的

したもの

ー------------------------------家事担当者に対する自己の心情
家事する人への同情

について言及したもの
5 

-・・・・・・・・・・・・・ー・----・・----ーーーー・

大定条変的件側，っ面面き倒にの，言関及負わ担しりたやな消ども家の極事的のな否由
家事の負担感 25 

-ーーーーーーー・・・ーー・・・・・ーー-----------
消極的関与

わりについて言及したもの
8 

---・・・・・・・・・ー・・・・・・・------・・ーーー

多事岡これ田様のへ位まで置でのあ考気にる言づ，え及際るきに限こし言たがJと及がなもいのなしかたなっもど家たの
感覚の発現

た。
2 

-・・・・・・・・・・・・・------------ーー・・・
家事の性質 家事労働は多くしようとすれば，より多くすることができるものだ。 4 

家事する人自身への好影響につ 家事分分る担事担を~すす持思(れ料つるう理かばとこ少なら左と.ででしめで，人責をも負す任の担負るを持担がことで脳まで活性化できるのを自知っ将た.来/の自分の仕な

功利認識的

個人への好影響
いて言及したもの

つことができると思うし， 分の ために 29 

ー・・・・・・・-----------------------
や家効事分率担につにいよてる個言及人のし負た担も軽の減

も誠りとても大切なことだと思った。/みんなで
負担軽減，効率

家う。事/の分分担担にをすは多るくのメリかッるトがくなあるる。かことらが，た分担くすさんるあことは良といことだと思

34 

-ーー・・・・------------------------
具全般体的的でな好な影い響が家に言事及分担したによものる全般的利点

ことによって，いい るこを知った。
14 

家の族とのための思いやりを育に言む及も
すてく家する族こる手みと伝んにいなよのがり，た1家番め族だにで使との思う思こっいたとや。でり/の様自心分々がなの育利時つ点間。/自分からを家め実族に感使のためを，思っ思いやり して家事への関わり を一人のた うのではな 8 

したもの があること した。-------------------------------
協力，助け合い

協力としての家事分担について
家族の助け合いで一人の負担が減り， (略) 10 

言及したもの
-ー・・ーーーーーー・・・・・・・・・ー----------- -・・・・ーーー・・・ー・・・ーーーー・ーーー・・・・・・・ーーーーー・・・・・ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・ーーーーーー---------・・・・・・・・・・------------.-.--ー.-------

家気持事にち込を理め解られするる他も者ののと苦し労てや家
他者理解，相互理解 やって/くわれカる人の気持ちを知ることができミらるな。/お互いの苦労がわかったり， 9 

事分担に言及したもの
(略) ミることがある，いままでわカ かったことが。

-------------------ー・-----・・・・・ ー・・・ーー--・・・・ー---・・・・・・・・・・・・ー・・・・ーーー・---・・・・・・・ ー・・------

族まう人のにとひ関まな係っkりがたがり深.がで/分まき家担っるて事し~てい思労働すくう/でると，，E家こ事家剖h革労こ/働のよ家きをりず，事分そ労担な働れはし深ぞをてれ分まこ担っのそて大す家変族いるなくさとんを左と思考でだえう.家と族思もっのえ中る~家でよきずなの深まり，よ 家族の関事係分や担粋にを深めるものと 15 
りよい関係 して家 言及したもの

ー-ー・・・・ーーー・・・・・・・・・・・・・--------
家か族るのものコとミュしニて家ケー事分シ担ョにン言を及は交流，コミュニケー

コミュニケーションをとるという目的のために分担していこうと思った。 10 
ション，団らん

したもの
-・・・・・・・・・・・・・ーーー・・・ー--・--ー・----ーー---------------------・・・ー・・・・ーーー・・・・・・------

家事の価値づけ 家事の価値に言及したもの 家出な事来けれはな家いば。族と/思を成身う様近立になさせ家な族っるた基と。本の的時間な要，家素族だのと思たっめたの。時/間だ“家か事ら労こ働そ 大は切パカににし 10 

-ー・ーーー・---------.--------------
-------.-

家こ事と)分担を果を責た任すやも義の務 (すべき

牢は家改をJ分分事め践担担の労てす働なし人てぜのる分分だあと担担かたとはにがらり前つ必，め家ずの要い事てかこら具がをとしだ分すい体っ的かるこたのにつとんたわはこだかとと思だあとっ気たたとうづ.思かりいまっらたて，え。そないんたの考だけ.え巴/が最強初く(略はな家)っ事た本.労働/ 当
責任・義務 として言及 17 

-ーー----------------------_.・・・・・
したもの

必要性
家家しし事た事た分分もも担の担のの必要性大について言及

5 

ー-------・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・ー
分担の価値づけ

の意義， 切さに言及
分担することは大事だと思った0/とても大切なことだと考えがかわった。 39 

--------------------------・・・・.-ーーー-------ー------ーーー-------------------ーー・・・--
------_.. 

分担者の価値づけ 家と事が女性に限るものでないこ
に言及したもの

手るつべ計的できだにもすもJL，べEきう日。本だ/のと家男，lA事性ったはは.女，性/家子だ事供げをがにしすなもい，る人家も事のがで多をは分い担なよくさう，せなのる習で(路，慣)やをはつけり少させし 4 

_.-----・・・・・・・ー・・・ーーーーーーー.-----
その他

上記外で家事・家事分担に関
する伍以値について言及したもの 家族の一員ということを自覚する 2 

積短的関与 積怪的関わり

分実いるし(時担実質たよ)/行学めをうそににに校しおれ岡なてうだ互田っぞっいっいたれさもたたの.苦なのかりこい労立会とと場ともい社をい絶仁だう理げえなっと解ななったしすいいててりるのと考忙なこ思だえかしととうてっいが.思，たか重最っ自のら要近た分ででだ。はのこき/，とでれる思少なきかこんうしるら.とづだこはがつかしと行限かだんを動らだがしすにれ，何いるてそ治うっ.吋つれてく士/事厳がるし。難てを(し賂いす/ いし} 

21 

社霊-ーーー・--------.-・・・・・・・・ー._------・・・・ーーー・ーー・・・・・・・・・・・・・・------------.-.・------

現実社会の状況把握 分現担実社の廷会の状さ況に照らして家事 15 
し に言及したもの

ー・・・ーーー---------・・・・・・ー---------ーーー-----------------ー・・・・・・・------------------家とフ。思事労う。働を分担するのは社会の考え方が変わらない限りできない事だと思
社会的関与 社会の変革が必要 2 

そ 上述の項目にあてはまらないも 父た/い自分の同//の時仕存考事自に在分えのし意に企大っ義遣か変かとけわさりいなら勉のれうか方強のてっすをはたい強るなかるこ〈ん闘ら感とだいもじか特を大たし達に，国っ何成今でくすも，まり変るで一こわこ番母ならとがのいなを孝大.か大/変行切っ侵だにたに業なと.しでばるよやかのうっかりとた思思もこ知っっとれてたはい. な， の 10 
他 の

計 327
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業で、ゃったことは，自分の考えと違わなかったか

ら，特に何も変わらなかった。j と授業が生徒の

認識を強化したり，揺さぶるものとはならなかっ

たことを示す記述も少数ながらみられた。

授業レディネス低群の記述の中に， r誰かが一

人で家事をするよりも負荷が軽くなるし…(略)

家族の粋を深めていければよいと思った。Jとい

う価値的認識や子どもは勉強ができるくらい

の，多少余裕のあるものをやらせたりするといいJ

など，子どもの置かれた社会状況をふまえた社会

的認識もみられ，授業が多様な認識発現のきっか

けになっていることが示唆された。

生徒の64.1%は 4つの認識領域のうち， 2領

域以上にわたる記述をしており， 3つ以上の領域

にわたって記述していた者が全体の21.0%いた。

複数の視点からの記述がみられたことは，授業に

おける意識づけが多面的に行われた成果とみるこ

とができる。

3. 家事分担に関する認識の変容

さいごにワークシートの記述より，認識の変容

過程をとらえることとした。ワークシートでは考

えの変化を問うているが，記述の仕方として必ず

しも rAからBへ変化した」という書き方にはなっ

ていなかった。よって本研究では，変容過程を明

確に読み取れる記述のあった23名について，記述

内容を分析した。表6は，認識の変容過程とワー

クシート記述を示したものである。

(1)家事分担に関する認識の発現

23名のうち今まで考えたこともなかった

(No.ll註:表6の生徒番号を示す，以下同様)Jが，

授業によって家事分担の認識が発現していた者が

5名 (No.ll，30， 72， 33， 99)いた。 No.30は，グルー

プ活動による交流を通した友人の家事分担の発言

に刺激され，これまで意識されていなかった家事

の認識が感覚的に変容しつつあることが読み取れ

た。 No.33は家事労働は“パカ"にできないJ

ものであり，分担による自分や家族への功利的側

面を知ることによって，家事を「家族との時間，

家族のための時間Jと認識し「大切なもの」であ

ると記述しているように，価値的認識を得たうえ

で全てを母に回さなければいけない状態」か

らの脱出をはかりたいと，自らの関わりを意識す

る記述がみられた。

(2)感覚的認識の変容

「はじめは自分でやるのはめんどくさいJ，r分
担はした方がいいJなど，感覚的に家事労働をと

らえていたレベルから認識が深まったと考えられ

るのは9例であった。このうち功利的認識への変

容は3例 (No.8，40， 1) ，価値的認識は7例 (No.8，

40， 1，91，34，80， 120 :他の認識との重複あり)，社

会的認識への変容がみられたのは 2例 (No.120，

60)で、あった。全体的に，授業で示された家事分

担の利点について考えることにより，具体化され

た家事労働のイメージをもつことができた記述が

多くみられた。

(3)功利的認識の変容

該当するのはNoム15の2例で，いずれも，家

事分担は家事担当者の負担軽減のためだけでな

く，家事をする人自身の利点となるという新たな

功利的認識が発現した。

(4)価値的認識の変容

価値的認識から変容がみられたのは， 7例(No.31，

43， 122， 39， 41， 115， 18) あり， うち 6例は女子生

徒で、あった。 4例に，社会的認識がみられた。社

会的認識として何でも積極的にやりたい

(No.31) J rこれからは行動に移していく (No.18)J 

と行動への意識づけや， r更に，家事がやりやす

くなった (No.39)Jと行動の意義づけを記述した

ものがあった。他方学校に来ている私ではで

きないこともある (No.43)Jと，家事分担行動に

積極的でない方向への変容とみてとれる記述も

あった。しかし，価値的認識として，家事労働の

重要性に言及しており，認識が後退したというよ

り，授業で得た情報を吟味し，現実的な解決策を

求めるがゆえの窮踏とみることができる。

VI. まとめ

「家事労働について考えるJ授業を実施し，生

徒の家事労働に関する認識を構造的にとらえ，設

業のねらいが達成されたかを検討することを目的

とした。

第一に，家事労働に関する認識は複数の領域で

発現しており，授業における情報提示が生徒の認

識を多様な側面から刺激していたことが示された=

第二に 4つの認識レベルにおいて，価値的認
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表6 家事労働に関する認識の変容がみられた記述の一覧

SQNo.1性別| 変容の過程 家事分担することについて」のワークシートの記述(原文どおり)

No.ll I男 |→感覚 |特に，いままで考えたこともなかったが，それなりに考えるようにはなった。・色々，母親も大変なんだな
I~ とは前から思っていた。

No.30 I女|→感覚 |今まではほとんど家事をしていなかったけど，同級生のあまりの偉さにびびって改めようと思った。

No.72 I女|→功利，価値 |あまり，今まで家事労働について考えたことがなかったけど，家事労働を分担することの大切さがわかった
と思う 0 ・分担することによって，親にストレスがたまらないのもあるけど，・なにより自分の脳がよくなっ
て肌までピカピカなんでいい事ぼつかしだ!!・これからは家事を手伝うのも自分のため，と思ったらやりや
すいかもしれない。

ー雨;弘一ー|一天'-r二通事r両面;一五蚕n己7長;-=5A示直涙-=5:だ庁記事を子:h百天夫元-定l:，¥!!.ζモ口元:示;一安言語扇;;"1示コミ泊三面呆五日ー -!r註五-
家族との時間，家族のための時間だからこそ，・大切にしなければと思う様になった。園分担も，全てを母
に回さなければいけない状態は脱出できるよう努力したい。

ー雨:9-9--1一見--1・二通i{[i!一一一一一一一一1モモ-ζ天面否ミl:主主主j;t示長記ユ五J一一一一一-ーーーーーーーーー-
No.8 男 |感覚→功利，価値 |初めは，自分でやるのは面倒くさいと思っていたけど，・家族で協力して生活するためにも，・自立へと向

かうためにも，圃家事労働をしてみてその大切さを知った方が良いと思うようになった。

No.40 I女|感覚→功利，価値 |家事の分担は前からした方が良いと思っていたけど，・脳の活性化や，思ってもみていなかったところで良
い面が見つかってピックリした。

No.1 男 |感覚→功利，価値 |僕は家族みんなで分担することに対してはもともと賛成意見でしたが，・これらの資料をみて大変さを改め
て実感しました，園 1人でやるというのは多大な負担ですが，・何人かでやれば随分楽になるうえ，置手伝っ
た人も脳が活性化されるというのならば，これほどよいシステムはないと思います。圃決められた仕事をこ
なすだけでなく，積極的に協力していくべきだと思いました。

No.91 I男 |感覚→価値 |まあ，いいんじゃないぐらいに思っていたが，国家事労働を家族みんなで分担することで思いやることがで
きるようになり，家族みんなが幸せになれることがわかった。

No.34 I女|感覚→価値 |家事を手伝うことは面倒だと思っていたが，・資料2，3を読んで，家事労働を分担することはとても大切
なことだと気づいた。・家族の一員として思いやりをもって，圃積極的に家事を手伝うべきだ。

No.80 I女|感覚→価値 |最初は家事労働を分担することはめずらしいことだと思っていたけど，・その大変さや大事さを知って・本
当は分担してあたり前のことだったんだと気づいた。

N仏 120I女|感覚→価値，社会 |今までは，少々渋っていたけれど，いろんな文などを読んで，母親に傾きがちな家事労働について理解でき
た。・積極的に手伝いをしていきたいと思う。

No.60 I男 |感覚→社会，その他|父の仕事の大変さの方を強く感じた。圃今まで母が大変だとばかり思っていた。・時間の余裕の差を知った。
国家族の協力というものは大切だが，自分にかけられている願いを達成することを大切にしようと思った。
圃勿論，将来を見据えれば，家事経験は大事で，手伝う気になった。

百三iZ3-'・-去---1忌i二丞石i画一一-----T雇通五五定ーーr7i"t長子.nlま瓦ぷJl:t=.万l:L-五言る，-C五Lユ五Itl:'，~干iζ「五百雇通二F~-t~i子モ百t=.五了五;主主
てきた。圃分担しているとできない日もあるだろうし，毎日同じことを繰り返しも大変だと思う。・だから，
気付いた人からすればいいと思う。

No.2 男 |功利→功利 |家事をやっている人が単に楽になるのかと思っていたが，・他の人，周りの家事に参画した人にもよい影響
があるんだなと，思った。

No.15 I男 |功利→功利，価値 |家事を分担することによって，初めは，親の負担が減るだけだと思っていたけど，・実際はそれもあるけど，
それ以上に，自分が達成感や，・することの大切さなどが分かるんだと，分かった。

No.31 I女|価値→感覚，社会 |分担するのがあたりまえ!!前と変わらない。圃母さんも仕事をしているのだから，家事という仕事を+する
のはかわいそう。・疲れがよけいとたまってしまう。圃何でも積極的にやりたいと思う。

No.43 I女|価値→感覚，社会 |重要なことだとわかっていたけど，-やはりやるべきことだと思う。・でもその反面，何十種類もある家事
を分担するのは大変なことだと思うし，-学校に来ている私ではできないこともあ

識がもっとも多く発現し，家族との関わりにおけ

るケアの価値に言及したものがみられ，自分と家

族の関わりを位置づけてケアの側面に気づかせる

本時のねらい①はほぼ達成されたと考えられた。

第三に，本時のねらい②に関して，社会的認識

の記述数は，全体の約 1割にとどまり，家事労働

の社会化の問題をふまえた家事分担について認識

が共有されたとは言い難い。これは，実際の授業

時に資料3を検討する時聞が十分確保できなかっ

たことが一要因としてあげられる。

第四に，しかしながら，家事労働に関する認識

の変容は，感覚的なものから，功利的，価値的，

そして社会的認識へと深化していく構造にあるこ

とが読みとれた。家庭科の他領域の学習で，例え

ば，食の外部化などが取りあげられる機会は多く，

他の単元をとおして認識が強化されていく可能性

のあることが示唆された。

第五に，授業のねらい③について，本稿でのワー
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クシート項目の分析のみで結論づけることは難し

いが，意見交換と資料の読みとりをとおして表出

した自分の生活を振り返る記述や，家事労働に関

わる家族に目を向ける記述より，自分と家族の関

わりから生活のあり方をとらえる認識の萌芽がみ

られた。

以上より，本時の実践において，家事労働を媒

介とした人間関係に目を向ける機会が提供された

ことにより，ケアに対する認識が深められたと考

える。もとより，価値観は短時間で形成されるも

のではない。長期的な展望のもと，見いだされた

認識構造をもとに，授業毎の刺激を効果的に与え

る指導の工夫と授業展開の開発に着手したいと考

える。

注

1)たとえば， r家族・家庭生活」の学習を年間指導計画の中心に
位置づけ，生徒の価値観の変容をとらえた研究(福田公子・平田
道憲他:家族・家庭生活の価値観の形成に関する授業の効果，広
島大学教育学部関係附属学校園共同研究体制紀要， 26， 149-156 
(1998) )や保育体験実習における子どもや育児に関する認識の変
容を追った研究(中嶋朋子・砂上史子他:高校家庭科における保
育体験学習者の意識変容(第一報)，家庭科教育学会誌， 64(4)， 
351-361 (2004))など，家事労働に関連する認識の変容をとらえ
た研究は行われているが，家事分担など家事労働そのものに焦点

をあてたものはみあたらない。
2) NHKビデオ教材「地球家族J，開陸堂， 2003を使用した。
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The objectives of this study were to c1arify learners' understanding about household work and to see 

how the objectives of Home Economics lessons are achieved. Lessons about household work which were 

focused on relationships with one's family were given in a high school. 119 student descriptions on lesson 

worksheets were analyzed. From these data， the learners' understanding was categorized into four domains: 

feeling， utility， valuing， and social domains. These domains had a hierarchical structure. Sharing and 

discussing issues with the teacher or c1assmates led the learners to think of various viewpoints toward 

housework. The learners could deepen their understanding about household work through the lessons 

which gave them chances to think about caring relationships. 


